
10 月の７日間（鶴野氏観察の１日を含む）の観察で，撮影及び目撃した羽化不全の個体数は 20 個体を越えてい

る．これほどまでに多数の羽化不全を見たのはこれまでになく，2019 年はやはり特異な年だったといえる．羽化

のため地中から出てくる最適な時期に，地表環境が羽化を阻害する状況が続くと土中の幼虫の体にどのような変化

が起こるのであろうか．

最後ではあるが，羽化不全についての情報をいただいた鶴野秀勝氏にお礼申し上げる．
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ヨツボシヒメゾウムシ Dendrobaris flavosignata（Roelofs, 1879）は，本州，九州及びいくつかの島嶼において記

録があるが，稀な種で寄主植物は不明だという．筆者はスィーピングによって採集したが，本種の訪花性について

は知られていないということなので記録しておく．

１）イロハモミジ Acer palmatum

1ex.，1-Ⅴ-2016，豊玉町仁位 他数カ所

２）サワフタギ Symplocos sawafutagi

2ex.，1-Ⅴ-2016，豊玉町仁位

1ex.，12-Ⅴ-2016，豊玉町仁位

カミキリムシを中心に訪花性昆虫の調査時に採集した．

２種の花から複数回得られたことは本種に訪花性がある

ことを示唆している．

報告にあたり，本種の学名について御教示いただくと

ともに発表を勧められた吉原一美氏に感謝申し上げる．

（さかい よしあき：〒 817-0032 長崎県対馬市厳原町久田 451-2）
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ヨツボシヒメゾウムシ（採集後撮影）

−短 報−

対馬のヨツボシヒメゾウムシの訪花性
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